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石巻地元工務店協同組合による丸太切り体験（石巻・門脇地区世代間交流）

特集 地域を支える企業・法人の力



雄勝地区

牡鹿地区

10月1日
から
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ご当地限定ピンバッジで地域を応援 !
　宮城県共同募金会では、東北楽天ゴールデン
イーグルスや仙台・宮城観光PRキャラクターの
むすび丸とコラボしたピンバッジを作成してい
ます。
　500円以上のご協力をいただき、希望される
方にお渡しいたしします！
※在庫がなくなり次第終了となります。

赤い羽根探し！　令和８年度、80周年にちなんでこのページに赤い羽根　 が８本！ぜひ見つ 
　　　　　　　　けてみてくださいね！

お問い合わせ：石巻市共同募金委員会(石巻市社会福祉協議会・地域福祉課)　☎0225-96-5290

～みどりのエプロンに男技がトレードマーク～
『男の介護教室』

～いつまでも活き活きと活動できる地域に～
『牡鹿地区サロン等交流会』

　赤い羽根共同募金は、地域のみなさまに支えられて、80周年を
迎えました。みなさまのご協力に心より感謝申し上げます。
　寄せられた募金は、宮城県共同募金会を通じて石巻市や宮城県
内の福祉活動に活用されています。

　地域の男性を対象に『介護』をテーマとした男性が主役のつなが
り・コミュニティづくりを目的として実施しています。
　10年以上続いている事業で年に３回実施し、内容は介護について
の座学のほか、調理実習などを行っています。
　参加者からは「第１回目から参加している、これからも参加して
いきたい」「とても勉強になった」と参加することが楽しみに繋がり、
男性の交流の場にもなっています。

　地域のサロン活動者やボランティア活動者を対象に、年2回開催
しています。
　交流会では、ボッチャやふまねっと運動、地域の医療機関の先生
による認知症の講話、地図を囲んで外出に関する話し合いなど、さ
まざまなプログラムを通して団体間の交流を深めています。
　参加者からは「懐かしい青年時代の仲間と再会し、思い出話がで
きてとてもよかった」「他の参加者と話す時間がもっと欲しい」とい
った声が寄せられ、交流を通じた情報交換が有意義な時間となって
います。

　その他の共同募金の使い道は赤い羽根データベース『はねっと』
に掲載しています。
　右の『二次元コード』の読み取り、または『はねっと』と検索し、
ご覧下さい。

楽天コラボ
ピンバッジ募金
高齢者支援や子育
て支援など、石巻
市・宮城県内の福
祉活動のために！

むすび丸
ピンバッジ募金
宮城県内で様々な事情に
より、経済的に困窮して
いるひとり親家庭等へラン
ドセルを届けるために！

今年で80周年！
赤い羽根共同募金の使い道

こんなカタチで活用されています！

令和７年度赤い羽根共同募金実績

16,060,027円
　　たくさんの温かいご協力、

　　誠にありがとうございました！

石巻市の

他にも、いろいろ！

令和８年度赤い羽根共同募金が始まります！
みなさまのご協力よろしくお願いいたします！

はねっと　石巻市 検索

末広がりの『８』！

はねっと



企業の社会貢献と特別会費
～企業の社会貢献が地域の笑顔につながっています～

小学校に道の駅のキャラクター
「お郷ちゃん」登場！！

園児が育てたかぼちゃ販売

みんなで「ぬりえ大作戦！」子ども達の安全を見守り 紙芝居で建設業を学ぼう
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『歴史と共に地域と共創する企業を目指して』
　地域に支えられてきた施設として、
地域への思いを大切に、住民の暮ら
しや交流を支える様々な取り組みを
行っています。学校行事や地域イベ
ントへの会場提供をはじめ、施設の
美化などの環境づくりにも継続して
取り組み、地域の交流拠点としての
役割を果たしています。
　お盆の時期には、口コミで「ここへ
行けば品物がそろう」と多くの方が訪
れるなど、地域とのつながりを深め
ています。また、上品の郷が地域と
人をつなぐプラットホームとして新
たな出会いや交流が生まれるよう努
めています。
　これからも地域の声に耳を傾け、
地域のにぎわいづくりや安心して暮
らせるまちづくりに貢献していきた
いと思います。

　地域福祉活動を支える大切な財源の一つである『社協特別会費』。昨年度も多くの企業・事業所の皆さまから温かいご
協力をいただき、心より感謝申し上げます。
　石巻市内には『社協特別会費』へのご協力をはじめ、地域イベントへの協力や福祉活動の支援、災害時の協力など、そ
れぞれの強みを生かしながら地域を支える社会貢献活動に取り組む企業・事業所が数多くあります。
　今回は『社協特別会費』にご協力いただいている企業・事業所のみなさんが実践している社会貢献活動、地域を支える
想いと取り組みを、紹介します。

『地域の安心を見守り続けて』
　『頼まれたことは、できるだけ何でも力になりた
い』という想いで、子ども110番や見守り隊の活動に
協力し、地域の子どもたちの安全・安心を支えてい
ます。
　また、交通事故防止をはじめ、子どもから高齢者
まで誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指し、
社会貢献活動を継続して行っています。従業員の多
くが地元出身ということもあり、地域とともに歩む
企業として、これからも地域のみなさんに寄り添い
ながら、社会貢献活動に取り組んでいきたいと思い
ます。

　特別会費は、地域の福祉活動や支
え合いの仕組みづくりに活用させて
いただきます。
　みなさまのご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。

　特別会費にご協力いただいた企
業・事業所には『特別会員証』を発行
しております。

『子ども達の笑顔と地域の未来のために』
　子ども見守り隊として地域のパトロール活動のほ
か、園児との交流や小学校への出前講座など、子ど
もたちとの交流を大切にした活動を行っています。
　出前講座では『建設業って何？』をテーマにした紙
芝居を通して、建設業の役割や魅力を楽しく伝えて
います。また、園庭の補修や絵本・ブロックの寄贈
など、子どもたちが安心して過ごせる環境づくりに
も力を入れています。
　活動を通して、子どもたちから劇を披露してもら
うなどの交流も生まれています。「地域に支えられて
いる企業だからこそ、地域に恩返しをしたい」という
想いのもと、これからも地域とともに歩み続けてい
きます。

特別会費協力のお願い

株式会社 榮興業（桃生地区）

株式会社 かほく・上品の郷（河北地区）

株式会社 阿部土建（桃生地区）



￥

㈲緑
み み

三松
まつ

による世代間交流のイベント協力

山根漁業部
顧問　渡

わたなべ
辺　玲

りょう
さん

　ご縁をいただいて、市内の地域（子ども）食堂等へ
獲った魚などを提供しています。社会貢献してる意
識ではなく、地元の栄養価の高い魚を地元で食べて
欲しいという思いがあり続けています。

子ども食堂に食材を提供
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　社会貢献とは、個人や企業・法人が、より良い社会をつ
くるために行う活動のことです。企業・法人が果たす社会
的責任（ＣＳＲ）の一つでもあります。
　ボランティア活動や寄附、災害時の支援など、企業・法
人の様々な活動が地域を支えています。

石巻健育会病院×上大街道第二町内会
平時から『顔の見える関係性づくり』町内会の夏祭りに病院の敷地を提供！

　これまでは健育会病院さんの駐車場をお借りしながら、町内会単独
で開催してきた夏祭りですが、今年は、健育会病院さんのご協力をい
ただき、初めて共催で開催することができました。
　町内のみなさんと病院の職員さん、そして入院されている患者さん
が一緒に楽しむ夏祭り。こうした平時からの『顔の見える関係づくり』
や『地域の仲間』としてのつながりが、いざという時に支え合い、助け
合える地域づくりにつながると思います。

　町内会の夏祭りは、当初別の場所で開催していましたが、病院裏
手の駐車場は広く、トイレもあるため、駐車場を活用し行うことに
なりました。そして、今年からは町内会と共催の夏祭りとなり、入
院患者さんや職員も一緒に楽しんでいます。子どもからお年寄りま
で、たくさんの地域住民が集まれるイベントとして、この場を利用
していただき嬉しいです。

社会貢献って

社会貢献ってどんな種類があるの？

特 集
地域を支える

企業・法人の力

アンケートでみる社会貢献の現状

地域の中ではこんな取り組みが生まれています。

どのような社会貢献活動に取り組んでいますか？

ボランティア活動への参加

金銭的な支援

物資の提供・貸与

施設・場所の提供

イベントの協力

災害時の支援

その他（献血会、職場体験など）

ヒト：人材による支援 オカネ：資金による支援モノ：物品による支援スペｰス：場所による支援 コト：実施による支援 広報：周知による支援

・従業員によるボランティア活動の
実施（災害支援、植樹、清掃など）

・地域サロンや町内会等イベントの
実施協力

・企業周辺地域の見守り活動　など

・社協会費の協力
・赤い羽根共同募金や義援金などの

募金箱の設置
・募金活動の実施や参加
・障害者施設等の自主製品の購入

・企業で製造や販売しているモノを
地域などに提供

・福祉用具や災害時の備品・食料の
提供

・従業員の家で不要な食料品、日用
品を必要とする人に提供（フード
バンク・フードドライブ）

・空きスペースを交流・学び・居場
所づくりの場として提供

・災害に備えた物資の保管場所や避
難スペースの提供　など

・住民向け出前講座の開催
・地域住民参加型の事業実施
・就労体験やインターンシップの
　実施　など

・HPやSNS等での、地域福祉活動や
イベント情報などの周知協力

・営業及び販売担当者を通じた情報
発信

・チラシやポスターの設置協力　など

石巻市では、様々な
企

業・法人が社会貢献活
動

に取り組まれています！

特に取り組みとして
多

かったのは、イベン
ト

への参加、金銭的な
支

援でした。
社会貢献は、地域から

の

イメージアップや、職
員

のやりがい、自社に対
す

る思いや意識の向上に
も

つながっています。

0　　　10　　　20　　　30　　　40　　　50（件）

※石巻市社会福祉協議会『企業・会社の社会貢献活動に関するアンケート調査』より引用 上大街道第二町内会
会長　赤

あか
間
ま

　彰
あきら

さん

医療法人社団健育会
石巻健育会病院

マネージングディレクター
小
こやなぎ

柳　拓
た く や

也さん

株式会社　井上
代表取締役　井

いのうえ
上　一

はじめ
さん

医療法人社団健育会
介護老人保健施設しおん
ホーム長 佐

さ
藤
とう

　史
ふみひと

人さん(左)
リハビリテーション科 科長 佐

さ
藤
とう

　祐
ゆういち

一さん(右)

法人の声

町内会の声

　地域のみなさんの健康寿命を延ばすことを目標と
しています。地域サロンなどに出張し、リハビリに
特化した出前講座も行っていますので、気軽にお声
がけください。

　中学校の福祉学習で、レスキュー担架や車椅
子体験を通して、声掛けや思いやりについて一
緒に考えています。将来、介護やリハビリの仕
事を目指す人が増えると嬉しいです。

出前講座を実施福祉学習の講師として

釜・大街道地区

なに？



あなたの街の七福人
　　〜七つの地区で福祉に関わる人〜　　

山下地区

釜・大街道地区

仙台トヨペット
株式会社石巻店

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
企

業
』と
し
て
登
録
し
て
い
る
仙
台
ト

ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
石
巻
店
で
は
、

令
和
7
年
度
か
ら『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
』を
設
け
、
店
休
日
を
活
用
し

た
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

仙
台
地
域
で
は
、
す
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
店
舗
も
あ
り
ま
す
が
、
石
巻
店

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み

で
し
た
。
店
長
の
白
石
さ
ん
は「
個

人
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
る
社
員
も
い
ま
す
が
、
会
社
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
に
皆
が
賛
同

し
て
く
れ
ま
し
た
。
活
動
を
通
し

て
、
地
元
を
知
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
は
、
自
動
車
整
備

の
仕
事
で
培
っ
た
技
術
を
生
か
し
、

震
災
遺
構
門
脇
小
学
校
で
校
舎
の

観
察
窓（
金
網
）の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
活
動
を
終
え
た
白
石
さ
ん

は「
実
際
に
地
域
に
出
て
、
地
元
を

知
り
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
で
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な

形
で
地
域
に
貢
献
で
き
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
振

り
返
り
ま
す
。

　

今
年
も
11
月
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
予
定
し
て
お
り
、
社
員
一

人
一
人
の
力
や
専
門
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
地
域
貢
献
活
動
を
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。

　

仙
台
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社
石

巻
店
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
の

幅
を
広
げ
な
が
ら
、
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

取
材
協
力
：
い
し
の
ま
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
和
編
集
室
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カ
メ
イ
調
剤
薬
局
で
は
薬
剤
師
に

よ
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落

ち
着
き
、
地
域
で
の
集
ま
り
が
再
開

し
て
き
た
頃
に
始
ま
っ
た
取
り
組
み

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
店
内
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
お
薬
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
「
薬
局
や
薬
剤
師
を
身

近
な
存
在
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
想
い
で
地
域
に
出
向
き
、
講
話

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
話
や
脳
ト
レ
の
後
に
は
、
個
別

の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
い
か
に
健
康
に
関
心
を
持

た
れ
て
い
る
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

お
店
に
来
店
さ
れ
た
方
か
ら
、「
こ

の
前
サ
ロ
ン
で
の
お
話
良
か
っ
た

よ
」
な
ど
と
直
接
声
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
も
増
え
、
地
域
の
方
々
の
反
応

に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
医
療
の
現
場
で
患
者

さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
が
中
心
で
し
た
が
、

出
前
講
座
を
通
じ
て
、
地
域
の
み
な
さ

ま
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
、
健
康
を
支

え
る
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
お
役
に

立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

カメイ調剤薬局石巻山下店
莊
しょう
司
じ
　祐

ゆ う
季
き
さん

『車を支える力は、まちの力に』

『地域への処方箋』



お店の一角でお茶会
お店の入り口での募金活動
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ボランティアセンター通信

お 知 ら せ

【お問い合わせ・申込み先】ボランティアセンターまたは各支所

　募金活動などのボランティア活動は、会場を提供してくださる協力企業の皆さまのご理解とご協
力によって支えられています。今回は地域に根差し、地域でつながる場を提供されている『イオン
スーパーセンター石巻東店』さんに思いをお聞きしました。

どのような場の提供をしていますか？
　募金活動の会場提供に加え、店内スペースを『わたっこカフェ』や『和

わ
茶
ちゃ

の葉
は

カフェ』など支援者や
地域の方々が集まる場所として提供しています。

場の提供を始めたきっかけは？
　高齢化や一人暮らしの方が増え「寂しい」という声が聞こえる中で、地域の課題に当店
で、できることは何かを考えてきました。多くの方が訪れる『お店』の安心感を生かし、
気軽に集える場づくりを目指しています。

取り組みを通して、どのような効果を感じていますか？
　人が人を呼ぶように輪が広がり、高齢者だけで
なく子育て支援への取り組みも始まるなど、多世
代が集う場が生まれています。
　また、わたっこカフェがきっかけとなり、従
業員が認知症サポーター養成講座を受講しまし
た。サービスの向上だけではなく、従業員一人
ひとりが地域で暮らす生活者として、地域力を
高める存在になれればと考えています。

今後の展望・地域への思いを聞かせてください
　一つの店舗だけで地域課題を解決できるわけではないので、様々な立場の人や団体をつなぐ役割を担っていきたいと
考えています。「あそこにいくとほっとする」そんなつながりが生まれる地域の拠点になれればと思っています。

※『わたっこカフェ』第４水曜日13時30分〜15時
　『和茶の葉カフェ』第３火曜日13時30分〜15時

　災害発生時、被災地の方が少しでも早く元の暮らしを取り戻すためには、ボランティアの方々の力が必要不可欠
です。いざというときのために一緒に学んでみませんか？

ボランティア活動協力企業 ～場の提供を通じた貢献活動～

代表理事　阿
あ べ

部　由
よしのり

紀 氏
東日本大震災での経験を原点に、あの日の経験を忘れず
　災害が起きた時、石巻からかけつける
　東北の中で支え合えるつながりを広めたい
　支援への想いを持つ人の背中を押したい
こうした思いを形にするため、令和７年３月に設立した団体
です。

一般社団法人 いしのまき災害支援ネットワーク
講座協力団体

～災害ボランティア講座～～災害ボランティア講座～ボランティア養成講座

開催日　10月24日（土）　９時30分～12時
内　容　講　話　『近年の災害支援の動向と災害ボランティア』
　　　　グループワーク　『いつかに備える。災害支援のジレンマ』
会　場　ささえあいセンター３階ホール
参加費　無料
持ち物　筆記用具　飲み物

対　象　災害ボランティア登録者
　　　　災害ボランティアに関心のある方　等

申込はこちらから

申込締切 

10月16日（金）

店長　入
いり

江
え

　淳
あつ

仁
ひと

 さん

イオンスーパーセンター石巻東店



　石巻市内にお住まいの、３歳くらいまでのお子さまの写真を募集しております。おらいの（私の家の）かわいいアイドルを、ぜひご紹
介ください。掲載内容については、「お子さまの写真」、「お名前（よみがな）」、「お住まいの地区名」です。

（写真データサイズは５ＭＢ以内）
※ご好評につき掲載までに時間がかかる場合があります。お子さま一人１回限りの掲載となりますので、ご了承願います。
　また、兄弟や姉妹での応募の場合、１枚の写真に一緒に写っている画像でお願いします。

【お問い合わせ】本所または各支所まで、電話かメールでご連絡ください。メールアドレス：o-idol@ishinomaki-shakyo.or.jp�  ↑応募はこちらから

石 巻 市 社 会 福 祉 協 議 会
各 支 所 　 お 問い 合 わ せ 先

　いしのまき社協だよりをご覧いただき、ありがとうご
ざいます。みなさまに身近な福祉情報をお届けするため
に、アンケートへのご協力をお願いいたします。

【回答期限】　令和８年９月17日（木）～10月31日（土）
【回答方法】　右の二次元コードを読み取りご回答ください。

日　　時：令和８年10月21日（水）　午前8時30分～午後０時30分
　　　　　(集合時間 午前８時30分　受付開始 午前９時)
会　　場：東松島市民体育館
内　　容：ニュースポーツ、レクリエーション
参加者対象：宮城いきいき学園石巻校同窓生及び在校生、一般住民
問い合わせ：大会実行委員長　阿部　☎️090-3127-7112

『健康づくり』に対する意識高揚や参加者の親睦を目的とした大会
を下記内容にて開催開催いたします。

いしのまき社協だよりについてのいしのまき社協だよりについての
アンケートにご協力くださいアンケートにご協力ください

『令和8年度 生きがい健康づくり石巻地区大会』開催‼

いしのまき社協だより 8

総 務 課
生 活 支 援 課
地 域 福 祉 課
ボランティアセンター

〒986-0825  石巻市穀町15−2
☎0225-96-5290　FAX 0225-96-5223

公 営 住 宅 等
見 守 り 連 携 室

〒986-0032  石巻市開成１−26
☎0225-23-3911　FAX 0225-23-3912

河 北 支 所 〒986-0132  石巻市小船越字山畑417−54
☎0225-62-1077　FAX 0225-62-1079

雄 勝 支 所 〒986-1333  石巻市雄勝町雄勝字下雄勝12-42
☎0225-61-3011　FAX 0225-61-3022

河 南 支 所 〒987-1101  石巻市前谷地字黒沢前35
☎0225-72-3725　FAX 0225-72-2408

桃 生 支 所 〒986-0313  石巻市桃生町中津山字八木157-1
☎0225-76-1020　FAX 0225-79-1018

北 上 支 所 〒986-0202  石巻市北上町橋浦字大須215
☎0225-67-3025　FAX 0225-61-7024

牡 鹿 支 所 〒986-2523  石巻市鮎川浜清崎山7
☎0225-45-2684　FAX 0225-45-2785

宮城いきいき学
園

石巻校からのお知ら
せ

●石巻支所
・民謡舞踊好友会 様
・まーくん＆よっしー＆きよしくん 様
・匿名３件

●河南支所
・匿名2件

●牡鹿支所
・髙橋安吉 様

●桃生支所
・佐々木美香 様
・匿名１件
●みどり園
・匿名１件

ひろがる善意の輪　令和８年６月１日～７月31日までの受付分

義援金の受付について
ありがとうのカタチ

　みなさまからお寄せいただきました寄附金、寄附物品につきましては、各種サロン助成等や
地域福祉事業に活用させていただいております。
　ご寄附につきましては随時受け付けておりますので、みなさまからのあたたかいご支援をよ
ろしくお願いいたします。

●北上支所
・さんさ会 様

●かしわホーム
・匿名１件
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石巻市共同募金委員会では、現在、下記義援
金の受付をしております。みなさまのご協力
をよろしくお願いいたします。
〇令和６年能登半島地震義援金
　受付期間：令和９年３月31日(水)まで
〇令和８年熊本地震義援金
　受付期間：令和８年10月23日(金)まで
※災害状況に応じ、期間は延長する場合があります。
※これまでに受付いたしました義援金は、宮城県共同募金会を通じ被災
地に届けられ、被災県の配分委員会において決定された基準に基づき、
被災者へ配分されています。

※義援金の詳細については石巻市社協WEBサイトにも掲載しております。




